





























発見と適切な支援をするモデ、ル的な取り組みである O 平成 21年度は約 6400万円の予




ィネーターの配置 52.8(99.2) %、個別の指導計画作成 34(85.0) %、個別の教育支
援計画作成 24.9(58.5) %、研修 41.7(68.2) %である O 一方実態把握の実施 86.2


















2. 実施期間 B児 20XX年 4月"-'20XY年 3月(年中組~年長組の約 2年間)








































































































終了間際の年長時期の変容をB児は Fig.1、C児は Fig.2に示した。これは 14領域
129項目をそれぞれr1 まったくあてはまらない 2 あまりあてはまらない 3 や
やあてはまる 4 かなりあてはまる 5 ひじようにあてはまる」の 5段階で評価し、
評価シートに転記したものである O 評価段階の 2"'3はグレーゾーン、 3以上は具体
的な対応策が必要とされている B児は全領域で平均 3以上の項目が多く、それと比
















































































































































1. 黒津礼子 (2008): ~幼児期の発達障害に気づいて・育てる完全ガイド』講談社.





5. 田口恒夫・小川口宏 (1987): ~新訂版 ことばのテストえほん』日本文化科学社
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